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こんにちは。皆様、お元気ですか ？

私は、モデルハウスで育てていた植物が大分前に枯れてしまい、、元気な所
だけを切り紙コップで育てていたところ根っこが出始めて、最近小さな葉っ
ぱが出てきました。
それを見てとても嬉しく、幸せな気持ちになりました

最近自分の中で小さな幸せ・嬉しかったことを探すようにしています。そ
うすることで何気ない日々も色々な気付きがありとても楽しいです

他には、家でほっと一息つきながらコーヒーを飲んでいる時間もとても幸せ
を感じます。これからも小さな幸せも大切にしながら過ごしていきたいです。
皆様も最近感じた小さな幸せがあれば是非教えて下さい

田中からひと言

加藤 真二からひと言
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FM新潟：毎週金曜 12:50～13:00

小松﨑からひと言
こんにちは！スウェーデンハウス新潟の小松崎です。
今日は先日モデルハウスで行った「VOLVOカーズ新潟」さんとのコラボイベントについて、
少しご紹介させてください。 同じスウェーデン生まれのブランド同士ということで、
以前から「一緒に何かできたら素敵だな」と思っていたのですが、ついに実現しました！
モデルハウスの前にVOLVOの最新モデルが並び、北欧デザインの家と車がひとつの風景として
溶け込んでいて──本当に絵になる光景でした。
 スウェーデンハウスの木の質感とやわらかな外観、そしてVOLVOのシンプルで上品なデザイン。
その組み合わせがまるで本場スウェーデンの街並みを切り取ったようで、来場されたお客様からも
「この雰囲気、すごく落ち着くね」「どちらもスウェーデンらしい穏やかさがあるね」と
嬉しいお声をたくさんいただきました。
VOLVOもスウェーデンハウスも、“人の暮らしを心地よくする”という思いを大切にしているところが
共通しています。 派手さよりも、長く使える安心感。見た目の美しさだけでなく、使い心地や安全性を
大事にする姿勢。そうした価値観が同じだからこそ、二つのブランドが自然に響き合うのだと思います。
イベント当日は、ゆったりと音楽を流しながら、コーヒーを片手にVOLVOを眺めたり、
モデルハウスの中で木の香りを楽しんだり…。まるでスウェーデンの暮らしを
そのまま体験しているような、穏やかな時間が流れていました。
 私自身も、「北欧のデザインってやっぱりいいな」と改めて感じるひとときでした。
これからもスウェーデンハウスでは、住まいだけでなく、北欧のライフスタイルを
感じていただけるようなイベントを企画していきます。
 「ちょっと見てみたいな」「次はどんなコラボかな？」と思っていただけたら、
ぜひ気軽に遊びにいらしてくださいね。
 モデルハウスでお会いできるのを、スタッフ一同楽しみにしています！

皆様こんにちは。かとうしんじです。しばしば皆様方からは「どこまでが標準なの?」と

ご質問を受ける事も多々ございます。

そこで今回はスウェーデンハウスの「標準」に対する考えをお伝えさせて頂きます。

我々のシンボルといっても過言ではない“木製サッシ３層ガラス回転窓”、これはもちろん全棟標準装備。

他にも数々のハイスペック仕様が標準となっております。他では「取扱いなし」や「オプション対応です」と

当然言われてしまいそうなものばかりが、スウェーデンハウスならではの標準ラインナップです。

その基準は本物の住宅に不可欠だと考えるものばかりで、住宅設備としてのキッチンやお風呂を

豪華な仕様にしたり飾り棚や電化製品（床暖房や全館空調などなど）を標準仕様と謳うところとは

明らかに一線を画しているのは言うまでもありません。

スウェーデンハウスは住宅に求められる基本条件を『住む方の安心・安全・快適』だと考え、

創業当時から高い断熱・気密性能などを標準と位置づけて参りました。

※ 住宅性能とはお客様立場で表現しますと住み心地という事になります。

これは高性能住宅が基本的人権の確保に必須であるとし、“基本的に必要なものは全ての人に”

という合理的なスウェーデンの考えに共通する基本にこだわる姿勢です。

豪華絢爛よりも質実剛健である事に重きをおき、人間の心身の健康に本当に必要なものを

最優先に考えてきたものが標準という考えです。このような考えから創業時から変わらぬ住み心地を

すべてのお客様に平等にご提供させていただいており、これが高性能がワングレードの住まいなのです。

私たちは包み隠さずすべてをあらゆるカタチでお見せいたします！

ぜひモデルハウスや実例、建築現場でご確認下さいませ。
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